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三原市の生活交通に関するアンケート調査結果　［民生・児童委員］ 

［速報版］※一部の結果（自由回答）を含んでいません 

１　調査の実施 
 

（１）調査の目的 

 

民生委員・児童委員に対して，地域の生活移動で困っている高齢者等の実態や問題点等を調査し，

公共交通の維持・活性化に向けた課題を把握することを目的に，アンケート調査を実施した。 

 

（２）調査の設計 

①調査対象 

■調査地域 三原市全域 

■調査対象 民生委員・児童委員 

■調査標本数 240 名 

 

②調査方法・時期 

■調査方法 会議時に手渡し配布・郵送回収 

■調査時期 令和６年９月１日（日）配布，令和６年９月 20日（金）締め切り 

 

③調査項目 

○民生委員・児童委員としての活動地区 

○担当地区における移動の現状，問題点，公共交通の改善アイデア 

 

（３）調査票の回収状況 

 

■有効回収数 186 件（回収率：77.5％） 

 

（４）本報告書の数値の取り扱い等 

 

○図中の「Ｎ」は集計対象者数を示し，各選択肢の回答比率は「Ｎ」を集計母数として算出した。 

○比率はすべて，各設問の不明・無回答を含む集計対象者数に対する百分率（％）を表している。

１人の対象者に２つ以上の回答を求める設問（複数回答設問）では，百分率（％）の合計は，100.0％

を超える場合がある。 

○百分率（％）は小数第２位を四捨五入し，小数第１位までを表示した。１つだけ回答を求める設

問（単数回答設問）では，四捨五入の関係上各選択肢の百分率（％）の合計が100.0％にならない

場合がある。 

○本文や図表中の選択肢表記は，語句を簡略化している場合がある。  

資料１-５
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２　アンケート調査結果 
 

質問１　民生委員・児童委員として活動する地区について 

①担当地区 

①あなたの担当地区はどちらですか。（１つに〇） 

②上記の中で，あなたが担当している地区名をお教えください。 

○担当地区は「９区」が 11.8％で最も多く，以下「10 区」が 10.8％，「８区」と「11 区」が 10.2％と

続いている。 

 

図　回答者の担当地区 

 

図　担当地区図  
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質問２　地域の移動問題やその対策について 

①担当地区の高齢者の移動手段の問題についての考え方 

①担当地区の，例えば高齢者が自由に買物や通院ができない，ふれあい・いきいきサロンの会場に行
けないなど『移動手段の問題』について，お考えに近いものはどれですか。（１つに〇） 

○担当地区の高齢者の移動手段については，「大きな問題である」が 30.1％で最も多く，以下，「大き

な問題で近年，より深刻になっている」（27.4％），「どちらかといえば問題と思う」（25.8％）となっ

ており，『問題あり』と考えている割合が８割以上を占めている。 

 

図　高齢者の移動手段の問題について考え 
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②移動に困っている高齢者等への支援策 

②移動に困っている高齢者等への支援について 
（ア）特に効果があると思う方策の番号を選んでください。（有効と思う順に３つまで） 

○移動に困っている高齢者が公共交通を利用するために１番有効な方策は「自宅付近を走る小型の公

共交通を導入」が 32.8％で最も多く，次いで「福祉分野での外出支援サービスの充実」（29.6％）と

なっている。 

○１番有効～３番めに有効までの回答を合計すると，「福祉分野での外出支援サービスの充実」が

72.6％で最も多く，以下「自宅付近を走る小型の公共交通を導入」（60.2％），「タクシーを利用しや

すくする方策の実施」（54.8％）と続いている。 

○区別で１番有効な方策は，１区・３区・８区・10 区・11 区では「自宅付近を走る小型の公共交通を

導入」，４区・６区・７区では「福祉分野での外出支援サービスの充実」，５区では「タクシーを利用

しやすくする方策の実施」が最も多い。また，９区では「自宅付近を走る小型の公共交通を導入」と

「福祉分野での外出支援サービスの充実」が同率，２区では「福祉分野での外出支援サービスの充実」，

「路線バスを利用しやすくする方策の実施」，「住民同士の互助による移動支援の促進」が同率で多く

なっている。 

○区別で１番有効～３番めに有効までの回答合計をみると，１区と３区では「自宅付近を走る小型の公

共交通を導入」，２区・４区・６区・８～11 区では「福祉分野での外出支援サービスの充実」，５区で

は「タクシーを利用しやすくする方策の実施」が最も多い。また，７区では「福祉分野での外出支援

サービスの充実」と「タクシーを利用しやすくする方策の実施」が同率で多くなっている。 

［市域全体］ 

 

図　移動に困っている高齢者が公共交通を利用するために有効な方策 
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［区　別］ 

 

 

図　移動に困っている高齢者が公共交通を利用するために有効な方策（区別） 
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（資料）調査票 
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